
岩
手
県
の
秋
サ
ケ
漁
は
終

了
し
ま
し
た
。

全
体
で
尾
数
は
こ
の
４
年

間
（
Ｈ
30
～
27
）
で
最
も
多

く
、
金
額
で
は
87
％
と
い
う

結
果
で
し
た
。
総
じ
て
震
災

後
最
悪
だ
っ
た
昨
年
度
は
上

回
っ
た
が
「
道
半
ば
」
で
す
。

潮
回
り
（
海
水
温
）
の
具
合

か
？
南
回
り
も
少
な
い

魚
市
場
関
係
者
は
、
や
は

り
海
水
温
の
影
響
が
大
き
い

と
。
親
潮
に
乗
っ
て
い
っ
た

ん
南
下
し
た
鮭
は
そ
の
後
水

温
と
ふ
る
さ
と
の
匂
い
を
た

ど
っ
て
北
上
す
る
が
、
そ
れ

も
極
め
て
少
な
い
、
と
考
え

ら
れ
る
、
と
指
摘
し
ま
す
。

そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
宮

古
以
南
の
水
揚
げ
は
尾
数
、

重
量
と
も
に
低
調
で
す
。

●
尾
数
、
重
量
と
も
に
前
年

を
上
回
っ
て
い
る
の
は
、
八

木
、
久
慈
、
野
田
、
普
代
、

田
野
畑
、
田
老
、
宮
古
で
、

水
揚
げ
金
額
が
前
年
を
超
え

て
い
る
の
は
宮
古
の
み
で
す
。

●
県
全
体
で
は
尾
数
３
５
０

万
尾
（
前
年
比
１
４
５
％
）
、

重
量
１
万
㌧
（
〃
１
４
０
％
）
、

金
額
56
億
円
（
〃
87
％
）
。

●
宮
古
（
田
老
＋
宮
古
）
は

尾
数
92
万
尾
（
〃
２
２
５
％
）
、

重
量
２
８
７
０
㌧
（
〃
２
２

０
％
）
、
金
額
17
億
９
３
８

０
万
円
（
〃
１
３
１
％
）
。

一
般
漁
民
の
捕
獲
で
き
る

は
え
縄
漁
は
低
調

県
全
体
で
●
の
べ
隻
数
６

６
２
隻
（
前
年
比
66
％
）
●

尾
数
２
万
８
０
５
９
尾
（
〃

82
％
）
●
金
額
４
２
１
８
万

円
（
〃
49
％
）
で
す
。

河
川
捕
獲
数
は
津
軽
石
川
４

万
２
９
５
４
万
尾
（
前
年
比

１
０
４
％
）
、
閉
伊
川
１
万

８
７
６
０
尾
（
〃
79
％
）

河
川
捕
獲
数
が
前
年
比
マ

イ
ナ
ス
は
閉
伊
川
と
大
槌
川

の
み
で
す
。

県
や
国
の
セ
ン
タ
ー
で
サ

ケ
回
帰
率
向
上
策
の
具
体
化
、

成
果
へ
の
結
実
が
求
め
ら
れ

る
時
は
あ
り
ま
せ
ん
。

２ ０ １ ９ 年 ４ 月 １ ４ 日 （ 日 ） （ 宮 古 民 報 ） 第 １ ６ ０ ８ 号 （ ２ ）

短
歌

金
沢
邦
臣
（
田
鎖
）

●
前
日
の
開
通
式
が
ウ
ソ
の
よ
う

サ
イ
レ
ン
鳴
ら
し
パ
ト
カ
ー
の
往
く

●
蔓
延
る
を
こ
の
ま
ゝ
置
き
て
な
る
も
の
か
シ
ャ
ベ
ル
刺
し
込
み
ぐ
っ
と
草
ひ
く

【質問】就学援助、なか

でも震災対応のそれは市

長の選挙公約（マニュフェ

スト）でもある。学校給

食費免除は小学生２５５

人、中学生１６０人だ。

子どもの貧困の集中的現

れが「学用品費」「学校

給食費」に込められてい

る。全国的には学校給食

費無償化（就学援助とは

別／注）は82市町村と聞

く。例えば第二子の生徒

の分を無償にするとか検

討すべきと思うが。

財政負担が不安だ・・

【答弁】子育て支援とう

いう意味ではやれればい

いとは思いますが・・。

お金がかかる問題であり、

財政的負担など検討すべ

きことが多い。

災害公営住宅の集会所の

利用の改善を

【質問】災害公営住宅に

集会所（談話室）のある

所、ないところの違いは。

【建築住宅課】近くに地

区センター等のような集

会施設があるかどうか、

で設置を判断している。

【質問】いろんな団体が

その集会所を利用し、家

賃のことや市政に関する

懇談会を行う申請に対し、

管理人の判断で不許可に

なるケースあった。市と

しての集会所の利用規定

はあるのか。どのような

規定か。

【建築住宅課】利用規定

はあります。その集会所

を使って商売をする、物

品販売をする、政治活動

をする、などは禁止して

います。

【質問】問題があり、改

善が必要だと思う。

宮
古
以
北
が
尾
数
、
重
量
が
前

年
比
増
。
金
額
は
宮
古
の
み
増

予
算
特
別
委

サ ケ 漁 終 了

い
よ
い
よ
４
月
に
突
入
し

た
。
朝
夕
ま
だ
寒
い
と
は
言

え
、
日
一
日
と
水
は
緩
み
、

カ
ゲ
ロ
ウ
の
幼
虫
も
成
長
し

て
い
く
。
そ
の
契
機
と
な
る

の
は
雪
解
け
水
の
誕
生
で
あ

る
。俗

に
カ
ゲ
ロ
ウ
の
幼
虫
を

チ
ョ
ロ
虫
と
言
う
が
、
ヤ
マ

メ
を
狙
い
の
エ
サ
で
こ
れ
に

勝
る
も
の
は
な
い
と
思
わ
れ

る
。
し
か
も
岩
を
起
し
て
採

取
す
る
チ
ョ
ロ
虫
で
は
な
く
、

流
れ
の
強
い
岩
の
陰
に
い
る

チ
ョ
ロ
虫
で
あ
る
。
そ
の
生

息
ポ
イ
ン
ト
か
ら
採
取
す
る

の
が
簡
単
で
な
い
。
先
人
た

ち
が
編
み
出
し
た
方
法
が
タ

オ
ル
で
採
取
す
る
方
法
で
あ

る
。
た
だ
し
、
ど
う
か
す
れ

ば
腰
ま
で
水
に
入
り
採
取
す

る
の
で
少
し
訓
練
が
必
要
だ
。

大
型
連
休
＝
10
連
休
が
近

づ
い
て
く
る
。
計
画
と
作
戦

を
練
り
、
気
仙
川
な
ど
は
ど

う
だ
ろ
う
！

つ
り情

報
ス
ポ
ー
ツ
界
に
は
い
ろ
ん

な
分
野
か
ら
素
晴
ら
し
い
記

録
、
能
力
を
持
っ
た
選
手
が

次
々
と
登
場
し
て
い
る
。
卓

球
で
は
あ
の
生
徒
た
ち
、
バ

ト
ミ
ン
ト
ン
で
は
男
子
・
女

子
と
も
に
世
界
一
レ
ベ
ル
の

選
手
、
と
い
う
風
に
。
来
年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
期

待
が
高
ま
る
。
今
年
は
９
月

に
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
が
開
催
さ

れ
、
そ
の
機
運
は
す
で
に
高

ま
っ
て
い
る
。
50
代
の
同
級

生
４
人
は
居
酒
屋
で
こ
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
盛
り

上
が
っ
て
い
た
。
Ａ
「
以
前

は
陸
上
で
は
カ
ー
ル
・
ル
イ

ス
が
花
形
役
者
だ
っ
た
よ
な
。

速
い
、
高
い
」
と
。
Ｂ
「
い

ま
日
本
で
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

と
か
桐
生
、
山
縣
な
ど
だ
。

と
ご
ろ
で
ル
イ
ス
と
桐
生
が

１
０
０
㍍
競
争
し
た
と
し
て
、

ど
っ
つ
が
勝
っ
た
か
な
？
」

Ｃ
「
な
ん
で
桐
生
？
」
「
日

本
選
手
で
９
秒
台
は
彼
だ
」

と
盛
り
あ
が
り
答
え
を
考
え

た
が
、
出
な
い
。
Ｂ
が
お
も

む
ろ
に
言
っ
た
。
「
『
ど
っ

ち
が
勝
っ
た
か
な
？
』
…
答

え
は
ル
イ
ス
さ
。
ど
っ
ち
が

か
っ
た
か
な
、
だ
が
ら
」

・

・

・

・

・

こ
ぼ
れ
話

【
ひ
っ
つ
み
】

［
材
料
］
ひ
っ
つ
み
用
粉
、

ご
ぼ
う
、
ニ
ン
ジ
ン
、
エ
ノ

キ
、
白
菜
、
豚
肉
こ
ま
切
れ

糸
コ
ン
、
醤
油
、
み
り
ん
、

砂
糖
、
煮
干
し
、
削
り
節
、

出
汁
の
素
、
お
酒
。

［
つ
く
り
方
］
岩
泉
へ
用
事

が
あ
り
、
そ
の
帰
り
に
乙
茂

の
道
の
駅
に
寄
り
ま
し
た
。

産
直
コ
ー

ナ

ー

に

「
ひ
っ
つ

み
用
粉
」

が
置
い
て

あ
り
ま
し

た
。
わ
が
家
は
ひ
っ
つ
み
大

好
き
で
、
こ
の
粉
で
作
る
の

が
好
き
で
す
。
腰
が
あ
り
、

光
沢
が
よ
く
、
の
ど
越
し
が

い
い
か
ら
で
す
。
①
ボ
ー
ル

に
こ
の
粉
と
塩
少
々
、
ぬ
る

ま
湯
に
出
汁
少
々
加
え
、
よ

く
練
っ
て
お
き
ま
す
。
野
菜

類
は
洗
っ
て
そ
れ
な
り
に
切
っ

て
お
き
ま
す
。
糸
コ
ン
も
一

度
熱
湯
で
。
②
大
き
め
の
鍋

に
水
、
煮
干
し
、
野
菜
類
、

豚
肉
を
入
れ
火
を
入
れ
ま
す
。

火
が
通
っ
た
ら
糸
コ
ン
、
出

汁
の
素
、
削
り
節
、
醤
油
、

み
り
ん
、
酒
、
砂
糖
少
々
そ

し
て
ひ
っ
つ
み
を
加
え
中
火

で
煮
込
み
ま
す
。
大
き
め
の

器
で
ど
う
ぞ
。

（
崎
山
／
Ｋ
・
Ｓ
）

わ
が
家
の

一
品

自
注
／
花
の
咲
く
季
節
は
草
の
伸
び
る
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
新
し
い
シ
ャ
ベ
ル
も

買
っ
て
、
さ
あ
草
と
の
斗
い
の
始
ま
り
で
す
。

学校給食無償化へ、災害
公営住宅集会所利用改善


